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2

松
田
町
介
護
予
防
・
生
活
支

援
拠
点
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

　

こ
の
条
例
は
、
６
月
７
日

に
上
程
さ
れ
、
新
設
条
例
で

あ
る
こ
と
や
こ
の
施
設
は
介

護
予
防
・
生
活
支
援
拠
点
施

設
と
谷
戸
地
域
集
会
施
設
の

機
能
を
併
せ
持
つ
こ
と
か
ら
、

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
へ
付

託
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で

は
、
福
祉
課
職
員
出
席
の
も

と
審
査
し
、
賛
成
全
員
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
、
８
日
の
本
会

議
で
委
員
会
報
告
を
行
い
、

賛
成
全
員
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
委
員
会
の
審
査
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

介
護
予
防
・
生
活
支
援

拠
点
施
設
と
谷
戸
地
域
集
会

施
設
の
併
用
は
可
能
か
。

補
助
金
の
関
係
で
厚
生

労
働
省
の
財
産
処
分
承
認
基

準
が
あ
り
、
施
設
の
業
務
時

間
外
の
時
間
帯
や
休
日
を
利

用
し
、
本
来
の
事
業
に
支
障

を
及
ぼ
さ
な
い
範
囲
で
一
時

的
に
他
用
途
に
使
用
す
る
場

合
は
、
財
産
処
分
に
は
該
当

し
ま
せ
ん
。

　

介
護
予
防
・
生
活
支
援
拠

点
施
設
の
条
例
で
、
開
館
時

間
を
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
と
し
、
ま
た
、
施
行
規
則

に
休
館
日
と
施
設
の
利
用
時

間
外
の
取
り
扱
い
を
定
め
て

い
ま
す
の
で
、
併
用
は
可
能

で
す
。介

護
予
防
・
生
活
支
援

拠
点
施
設
と
谷
戸
地
域
集
会

施
設
が
併
用
に
な
る
が
、
地

元
の
谷
戸
自
治
会
と
の
話
し

合
い
は
で
き
て
い
る
の
か
。

事
業
予
定
や
施
設
全
体

を
自
治
会
が
使
う
こ
と
も
可

能
で
あ
る
等
の
話
し
合
い
を

し
ま
し
た
。
町
の
事
業
は
、

事
前
に
調
整
す
る
の
で
、
利

用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

機
能
訓
練
室
で
町
が
介

護
事
業
を
行
っ
て
い
る
と
き
、

会
議
室
を
谷
戸
自
治
会
が
使

用
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

使
用
は
可
能
で
す
。
な

お
、
機
能
訓
練
室
も
町
が
使

用
し
て
い
な
け
れ
ば
、
自
治

会
も
使
用
で
き
ま
す
。

介
護
予
防
・
生
活
支
援

拠
点
施
設
の
事
業
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

呼
吸
法
機
能
訓
練
を
毎

週
水
曜
日
の
午
前
中
と
い
う

こ
と
で
年
間
32
回
、
各
種
介

護
予
防
等
講
座
・
講
演
会
等

を
２
か
ら
３
ケ
月
に
１
回
ぐ

ら
い
、
地
域
の
茶
の
間
活
動

も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

呼
吸
法
機
能
訓
練
は
、

１
回
何
人
ぐ
ら
い
か
。

１
回
あ
た
り
13
人
か
ら

15
人
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

町
の
保
健
師
が
１
人
か
ら
２

人
と
理
学
療
法
士
が
つ
い
て

実
施
し
ま
す
。

相
談
室
が
あ
る
が
、
相

談
記
録
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
守
ら
れ
る
の
か
。

個
人
情
報
に
当
た
る
も

の
は
、
相
談
室
に
保
管
し
な

い
よ
う
運
用
の
中
で
行
う
予

定
で
す
。

平成29年

第2回定例会
会　期

6月6日（火）〜8日（木）

6/6 一般質問
　中野議員・鈴木議員�（Ｐ４）
　南雲議員・田代議員�（Ｐ５）
　小澤議員・石内議員�（Ｐ６）
　飯田議員・齋藤議員�（Ｐ７）

6/7 一般質問
　平野議員� （Ｐ８）
議案審議
　議案７件（条例、補正予算）
議案審査
　委員会１件（条例）

6/8 議案審議等
　�委員会報告１件（条例）、議
案２件（指定管理者、補正
予算）、同意８件（農業委
員）、各種報告などが行わ
れ、閉会しました。

　

第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
条
例
（
新
設
２
件
・
一
部
改
正
３
件
）、
補
正
予
算
３
件
、
指
定
管
理

者
１
件
、
同
意
８
件
を
審
議
し
、
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
議
案
第
21
号 

松
田
町

介
護
予
防
・
生
活
支
援
拠
点
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
に
つ
い
て

の
主
な
審
査
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
で
審
査

介護予防や生活支援事業に使用する機能訓練室

産業厚生常任委員会報告書（抜粋）
審査の内容
　この条例は、国の交付金事業で建設された介護予防・生活
支援拠点施設のため、従来の「地域集会施設等の設置及び管
理に関する条例」との相違点を中心に質疑を行いました。
　また、介護予防や生活支援の実施計画について、自治会と
調整されていることを確認しました。
　審査の結果、施設を運営するために必要なものであるた
め、次の項目について、強く申し入れをして原案のとおり賛
成することとしました。
（1）新たな地域の拠点施設として、先進的なモデル事業を導
　入しているので、介護予防や日常生活に対する支援につい
　て積極的に取り組むこと。
（2）従来の地域集会施設としての機能を併せ持つことから、
　自治会との連携により双方の機能を最大限活用できる施設
　とすること。
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条
例
・
補
正
予
算
・
指
定
管
理
者
・
同
意
・
報
告

▼
ま
つ
だ
乾
杯
条
例

　

本
町
産
又
は
本
町
で
生
産

さ
れ
た
農
産
物
を
使
用
し
た

地
酒
、
お
茶
、
清
涼
飲
料
水
、

そ
の
他
の
飲
み
物
に
よ
る
乾

杯
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

町
民
の
郷
土
愛
の
醸
成
及
び

町
内
産
業
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
介
護
予
防
・
生
活

支
援
拠
点
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

　

谷
戸
地
域
に
松
田
町
介
護

予
防
・
生
活
支
援
拠
点
施
設

が
完
成
し
た
た
め
、
施
設
の

設
置
及
び
管
理
等
に
関
し
必

要
な
事
項
を
定
め
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
提
案
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
条
例
は
、
産
業

厚
生
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
詳
細
に
つ

い
て
は
、
２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
松
田
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条

文
の
整
理
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
国

民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

に
つ
い
て
、
５
割
軽
減
及
び

２
割
軽
減
の
対
象
世
帯
に
係

る
所
得
判
定
基
準
が
改
め
ら

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

非
常
勤
消
防
団
員
等
の
基

準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
の
公
布
に
伴

い
、
補
償
基
礎
額
の
加
算
額

や
文
言
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

▼
平
成
29
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
４
２
９
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
45
億
６
４
２
９

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
教
育
・
子

育
て
に
対
す
る
特
定
寄
附
金

と
消
防
団
員
退
職
報
償
金
等

を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
29
年
度
松
田
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
は
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
２
０
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

３
億
４
８
６
１
万
１
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
庶
子
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
３
号
の
故
障

に
よ
る
改
修
工
事
・
町
債
等

を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
介
護
予
防
・
生
活

支
援
拠
点
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　

松
田
町
介
護
予
防
・
生
活

支
援
拠
点
施
設
を
平
成
29
年

６
月
15
日
か
ら
平
成
33
年
３

月
31
日
ま
で
、
谷
戸
自
治
会

を
指
定
管
理
者
に
指
定
す
る

も
の
で
す
。

▼
平
成
29
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
５
２
４
万
３
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
45
億
６

９
５
３
万
３
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
ま
つ
だ
乾

杯
条
例
の
可
決
に
伴
い
啓
発

関
連
事
業
、
二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
対
策
事
業
の
補
正
を

す
る
も
の
で
す
。

▼
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
委
員
が
平
成

29
年
７
月
19
日
に
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
次
の
８
名
の

方
が
任
命
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

（
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
農

業
委
員
の
選
出
方
法
が
、
公

選
制
か
ら
町
長
の
任
命
制
に

変
わ
り
ま
し
た
。
）

�

吉
田　
　

輝
夫　

氏

�

北
村　
　

重
治　

氏

�

長
谷
川　

和
明　

氏

�

長
谷
部　

平
八　

氏

�

内
藤　
　

慶
司　

氏

�

古
谷　
　

康
　

氏

�

鍵
和
田　

功
　

氏

�

佐
野　
　

晃
一　

氏

▼
平
成
28
年
度
松
田
町
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
の
報
告
に
つ
い
て

　

複
合
拠
点
施
設
整
備
事
業
、

定
住
少
子
化
対
策
支
援
事
業
、

道
路
新
設
改
良
整
備
事
業
な

ど
11
事
業
に
つ
い
て
、
２
億

３
８
１
５
万
３
千
円
を
29
年

度
へ
繰
り
越
し
た
計
算
書
の

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
28
年
度
松
田
町
上
水

道
事
業
会
計
継
続
費
繰
越
計

算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
か
ら
29
年
度

の
継
続
事
業
と
な
っ
て
い
る

中
河
原
水
源
電
気
設
備
改
修

事
業
に
つ
い
て
、
８
１
１
万

円
を
29
年
度
へ
繰
り
越
し
た

計
算
書
の
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。

▼
平
成
28
年
度
松
田
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に

つ
い
て

　

谷
戸
地
域
に
建
設
の
介

護
予
防
・
生
活
支
援
拠
点

施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

２
２
９
９
万
円
を
29
年
度
へ

繰
り
越
し
た
計
算
書
の
報
告

が
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果

　

以
上
、
議
案
９
件
、
同
意

８
件
を
審
議
し
、
原
案
の
と

お
り
可
決
・
同
意
を
し
、
報

告
３
件
を
受
け
ま
し
た
。
採

決
の
結
果
は
、
８
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

完成した介護予防・生活支援拠点施設

マンホール内の汚水ポンプ交換
（城山地区）



4このページは、質問者本人の原稿を尊重し編集しています。

町長等の執行者に対して、町政全般の事務事業等の執行状況や政策方針などを聞くことが一般質問です。

　

町
長
に
就
任
し
て
以
来
、

４
年
が
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
を

モ
ッ
ト
ー
に
様
々
な
事
業
を

提
案
・
実
行
し
て
き
た
こ
と

に
対
し
て
、
大
い
に
評
価
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

４
年
間
を
振
り
返
っ
て
の

思
い
と
、
今
後
に
向
か
っ
て

の
意
気
込
み
等
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

４
年
を
振
り
返
っ
て
は
、

た
だ
た
だ
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
だ
。
「
オ
ー
ル
松

田
」
の
合
言
葉
に
沿
っ
て
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
、

私
を
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た

方
に
対
し
て
も
、
平
等
に
バ

ラ
ン
ス
を
取
っ
て
町
政
運
営

に
励
ん
で
き
た
。

　

ま
だ
果
た
せ
て
い
な
い
約

束
が
あ
り
、
地
方
創
生
事
業

を
完
遂
す
る
責
任
も
あ
る
。

何
よ
り
、
も
っ
と
町
に
恩
返

し
し
た
い
気
持
ち
が
あ
る
。

　

座
右
の
銘
で
あ
る
「
温
故

知
新
」
の
精
神
を
大
事
に
し
、

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
を
し
、
地
域
の
特
性
を

ま
だ
生
か
し
き
れ
て
い
な
い

た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、

こ
の
点
を
重
点
的
に
進
め
て

い
き
た
い
。

　

そ
の
た
め
に
、
２
期
目
に

向
け
て
考
え
を
ま
と
め
、
挑

戦
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。

ス
を
購
入
す
る
お
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
バ
ス
は
、

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
寄

地
区
に
お
住
い
の
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
松
田
の
方
の
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
の
送
迎
や
、
自

　

こ
の
４
月
か
ら
寄
中
学
校

の
生
徒
が
松
田
中
学
校
に
通

い
始
め
て
、
現
在
は
富
士
急

湘
南
バ
ス
の
通
学
定
期
を
全

額
補
助
で
対
応
し
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
専
用
の
通
学
バ

転
車
の
安
全
な
乗
り
方
大
会
、

遺
族
会
の
県
合
同
慰
霊
祭
な

ど
に
利
用
で
き
る
と
思
い
ま

す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

次
に
、
制
服
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。
普
段
は
、
制

服
で
も
体
操
服
で
も
い
い
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
制
服
を
着
な
い
生

徒
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま

す
。
中
学
校
の
制
服
や
体
操

服
に
つ
い
て
、
統
合
準
備
委

員
会
の
検
討
部
会
で
ど
の
よ

う
に
検
討
さ
れ
る
の
か
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
事
業
費
の
面
か

ら
バ
ス
購
入
に
つ
い
て
検
討

し
て
き
た
が
、
平
成
29
年
度

に
つ
い
て
は
、
寄
地
区
か
ら

松
田
中
学
校
に
通
学
す
る
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
、
公
共

交
通
機
関
に
よ
る
バ
ス
定
期

運
賃
の
保
護
者
負
担
分
を
、

町
が
補
助
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
引
き
続
き
「
総
合
教
育

会
議
」
の
中
で
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
「
公
共
交
通
機
関
に

よ
る
バ
ス
定
期
運
賃
を
町
が

補
助
」
を
し
て
い
く
の
か
、

「
バ
ス
購
入
」
を
す
る
の
か
、

「
バ
ス
を
リ
ー
ス
」
す
る
の

か
な
ど
、
多
様
な
選
択
肢
の

中
で
協
議
し
決
定
し
た
い
。

　

中
学
校
統
合
準
備
委
員
会

の
下
部
組
織
に
「
制
服
・
体

操
服
検
討
部
会
」
を
設
置
し

協
議
し
て
い
く
こ
と
が
決
ま

っ
て
い
る
。
統
合
後
の
学
校

は
、
新
た
な
制
服
と
体
操
服

の
も
と
で
学
ば
せ
た
い
の
で
、

検
討
部
会
で
検
討
を
行
っ
て

い
く
。

感謝の気持ちで
恩返し

回答（町長）

町
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

質
問
者

　
中
野
　
博
　
議
員

質
問
者

　
鈴
木
　
眞
德
　
議
員

通
学
バ
ス
の
導
入
や
制
服
に
つ
い
て

松田中学校の体育祭（5月20日）

かまどベンチの例
普段は「ベンチ」、災害時は「かまど」として使用

総合教育会議や
準備委員会等で
決定する
回答（教育長）
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本
町
の
高
齢
者
人
口
は
、

平
成
32
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

に
入
る
平
成
37
年
で
は
、
平

成
26
年
と
比
べ
る
と
１
・

２
３
倍
に
な
る
と
推
計
さ
れ
、

そ
れ
に
伴
い
認
知
症
の
方
の

増
加
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

松
田
町
第
６
期
高
齢
者
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
も
最
終
年
度
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
計
画
に
掲
げ
て

い
る
認
知
症
高
齢
者
支
援
の

中
か
ら
、
次
の
点
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

⑴　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

受
講
者
を
増
や
す
方
策
に
つ

い
て
の
お
考
え
は
。

⑵　

徘
徊
高
齢
者
を
早
期
に

発
見
で
き
る
地
域
の
シ
ス
テ

ム
作
り
と
、
早
期
発
見
の
た

め
の
さ
ら
な
る
施
策
も
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
お
考
え

は
。

⑶　

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
構
築
後
の
充
実
に

つ
い
て
の
お
考
え
は
。

⑴　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
、
今
後
18
か
所
あ

る
地
域
の
茶
の
間
す
べ
て
で

開
催
す
る
。
ま
た
、
高
齢
者

が
よ
く
利
用
す
る
商
店
や
銀

行
等
に
従
事
す
る
方
、
小
中

学
生
な
ど
へ
の
出
前
講
座
の

開
催
に
向
け
調
整
し
て
い
く
。

⑵　

徘
徊
に
対
し
て
の
シ
ス

テ
ム
と
し
て
、
足
柄
上
地
区

徘
徊
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
等
が
あ
る
。
徘

徊
時
、
ご
家
族
や
地
域
の

方
々
が
早
急
に
、
連
携
連
絡

の
核
と
な
る
警
察
署
や
自
治

体
へ
一
報
を
入
れ
る
こ
と
が

大
切
と
な
る
こ
と
か
ら
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
見
守

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
理
解

普
及
を
図
っ
て
い
く
。

⑶　

認
知
症
が
進
行
し
な
い

早
い
段
階
で
、
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
に
相
談
し

て
頂
く
こ
と
が
大
事
で
、
チ

ー
ム
の
存
在
や
業
務
の
周
知

を
図
る
こ
と
、
認
知
症
ケ
ア

パ
ス
の
作
成
等
、
認
知
症
に

関
連
し
た
事
業
内
容
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

　

松
田
小
木
づ
く
り
校
舎
建

設
の
青
写
真
と
な
る
校
舎
の

規
模
や
配
置
な
ど
が
、
校
舎

建
設
基
本
計
画
策
定
委
員
会

で
決
定
さ
れ
、
平
成
29
年
度

は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
等
に

よ
り
設
計
者
と
施
工
業
者
の

企
業
体
を
選
定
し
基
本
設
計

に
取
り
組
む
と
の
こ
と
で
す

の
で
、
次
の
２
点
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

⑴　

木
づ
く
り
校
舎
は
、
31

年
度
に
着
手
し
年
度
末
の
３

月
に
完
成
予
定
で
す
が
、
実

質
一
年
足
ら
ず
の
工
期
に
不

安
を
感
じ
ま
す
。
国
の
先
導

事
業
と
し
て
全
国
の
先
進
モ

デ
ル
と
な
る
町
を
挙
げ
て
の

大
事
業
で
す
の
で
、
32
年
度

ま
で
の
二
か
年
継
続
事
業
と

い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

⑵　

災
害
時
の
避
難
所
と
し

て
の
役
割
を
担
う
と
の
こ
と

で
す
が
、
既
存
の
学
校
施
設

避
難
所
と
の
機
能
の
差
別
化
、

か
ま
ど
ベ
ン
チ
や
防
災
ト
イ

レ
の
設
置
に
つ
い
て
の
お
考

え
は
。

⑴　

現
時
点
で
は
、
平
成
31

年
度
に
校
庭
へ
新
校
舎
建
設

を
計
画
し
て
い
る
が
、
木
づ

く
り
校
舎
の
た
め
木
材
調
達

や
特
別
の
事
情
に
よ
り
、
工

期
の
延
伸
が
必
要
に
な
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
工
期
を

初
め
諸
問
題
解
決
の
た
め
に
、

校
舎
建
設
検
討
委
員
会
に
諮

っ
て
調
整
し
て
い
く
。

⑵　

松
田
小
屋
内
運
動
場
は
、

避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
る
が
、
階
段
が
あ
る
た
め

障
が
い
者
や
高
齢
者
に
は
利

用
し
づ
ら
い
の
で
、
新
た
な

体
育
館
建
設
で
は
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
中
庭

な
ど
に
か
ま
ど
ベ
ン
チ
や
防

災
ト
イ
レ
用
の
下
水
道
直
結

マ
ン
ホ
ー
ル
の
設
置
に
つ
い

て
も
、
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

認知症進行抑止
施策を展開

回答（町長）

質
問
者

　
南
雲��

ま
さ
子
　
議
員

本
町
の
認
知
症
対
策
に

つ
い
て
問
う

認知症サポーター養成講座

質
問
者

　
田
代
　
実
　
議
員

松
田
小
木
づ
く
り
校
舎
の
工
期

と
災
害
時
の
機
能
に
つ
い
て

建設検討委員会で
前向きに
調整していく
回答
（教育長）

かまどベンチの例
普段は「ベンチ」、災害時は「かまど」として使用
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近
年
、
桜
ま
つ
り
等
で
富

士
山
や
足
柄
平
野
・
相
模
湾

な
ど
、
雄
大
な
景
観
が
観
光

客
を
魅
了
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

健
康
志
向
と
相
ま
っ
て
、

散
策
路
や
頂
上
ま
で
の
登
山

道
整
備
の
要
望
が
あ
り
、
滞

留
時
間
の
延
長
や
回
遊
性
の

観
点
か
ら
、
関
連
農
道
や
旧

道
の
整
備
と
案
内
板
設
置
を

提
案
し
ま
す
が
、
お
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

　

新
た
な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
と
し
て
は
、
桜
ま
つ
り
会

場
―
谷
戸
農
道
―
山
頂
へ
続

く
旧
道
―
町
道
25
号
線
―
最

明
寺
史
跡
公
園
―
西
平
畑
公

園
の
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
る
。

県
の
未
病
対
策
の
一
環
と
し

て
位
置
付
け
、
整
備
を
進
め

た
い
。

　

本
町
に
は
、
松
田
山
全
体

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
方
針

が
な
い
。
今
後
、
農
業
・
林

業
・
そ
の
他
関
係
者
の
意
見

集
約
を
図
り
、
松
田
山
の
保

全
・
整
備
計
画
を
策
定
す
る

中
で
、
農
道
や
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
整
備
を
検
討
す
る
。

　

な
お
、
松
田
城
址
へ
の
ル

ー
ト
を
含
め
、
協
働
社
会
の

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
町
の

情
報
や
特
徴
を
売
り
込
む
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

私
の
描
く
イ
メ
ー
ジ
は
、

若
者
が
住
み
た
く
な
る
オ
シ

ャ
レ
で
、
外
国
の
方
も
住
み

た
く
な
る
街
、
観
光
事
業
を

中
心
に
様
々
な
産
業
で
雇
用

を
生
み
、
若
い
事
業
者
が
活

躍
す
る
街
で
あ
る
。

⑵　

「
緑
と
清
流
の
町
」
の

具
体
策
は
、
自
然
と
町
が
融

　

昨
年
は
、
オ
ー
ル
松
田

「
お
も
て
な
し
宣
言
」
、
今

年
も
新
し
い
取
り
組
み
が
多

く
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
町

民
が
最
も
望
ん
で
い
る
こ
と

は
、
「
地
域
資
源
や
人
財
が

交
流
し
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
、

ふ
れ
あ
い
が
活
発
な
町
づ
く

り
」
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
次

の
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

⑴　

町
の
交
流
人
口
の
実
態

と
、
こ
れ
か
ら
の
あ
る
べ
き

姿
と
は
。

⑵　

「
お
も
て
な
し
」
の
上

で
の
「
緑
と
清
流
の
町
」
の

実
現
に
向
け
て
、
町
民
と
共

に
で
き
る
こ
と
か
ら
進
め
た

い
。
案
内
看
板
や
道
標
は
、

隣
接
す
る
山
北
町
と
協
議
の

上
、
共
通
の
形
で
の
整
備
を

検
討
し
た
い
。

合
し
た
「
お
も
て
な
し
の
ま

ち
」
を
目
指
し
て
い
る
。
更

に
お
も
て
な
し
の
精
神
に

「
心
」
「
魂
」
を
取
り
込
み

「
郷
土
愛
」
を
生
む
こ
と
で
、

町
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
。

　

ま
た
、
「
緑
と
清
流
」
は
、

自
然
任
せ
で
は
守
れ
な
い
。

地
球
温
暖
化
防
止
、

削
減

へ
の
取
り
組
み
に
は
、
皆
様

方
へ
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
。

具
体
化
策
と
は
。

⑴　

町
へ
の
観
光
客
数
は
、

年
間
約
60
万
人
で
す
が
、
更

に
新
し
い
取
り
組
み
を
目
指

し
、
町
の
地
域
資
源
を
県
や

国
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
取
り

松田山保全･整備
計画策定の中で
検討する
回答（町長）

おもてなしの
まちを目指して

回答（町長）

質
問
者

　
小
澤
　
啓
司
　
議
員

松
田
山
南
斜
面
の

散
策
路
整
備
を
提
案
す
る

質
問
者

　
石
内
　
浩
　
議
員

交
流
人
口
増
加
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

松田城址から山頂へ向う

自然豊かな寄の中津川周辺
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ど
こ
の
町
で
も
人
口
減
少

に
悩
ん
で
い
ま
す
。
松
田
町

で
も
人
口
が
１
万
１
千
人
を

割
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
人

口
増
加
を
果
た
す
た
め
に

は
、
松
田
町
に
人
を
呼
び
込

み
、
町
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
事
な
こ
と
と
考
え
ま

す
。
そ
こ
で
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

寄
地
区
に
は
「
や
ど
り
き

水
源
林
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
に
は
県
の
成
長
の
森
が
あ

り
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
も
体
験

で
き
、
毎
週
土
曜
日
・
日
曜

日
に
は
、
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
案
内
を
し
て
く
れ

ま
す
。

　

し
か
し
、
松
田
町
を
紹
介

す
る
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

は
紹
介
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

町
も
県
と
一
体
に
な
り
、
ひ

と
つ
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
広
報
を
強
力
に
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
更
に
入
込
客

の
増
加
が
図
れ
る
と
思
い
ま

す
。
「
や
ど
り
き
水
源
林
」

を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す

か
。

　

「
や
ど
り
き
水
源
林
」で
は
、

神
奈
川
県
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る
水
源
林
ミ
ニ

ガ
イ
ド
が
年
78
回
、
「
や
ど

り
き
の
森
へ
行
こ
う
」
の
イ

ベ
ン
ト
が
年
３
回
、
約
４
０

０
人
の
集
客
が
見
込
め
る

「
や
ど
り
き
水
源
林
の
つ
ど

い
」
が
開
催
さ
れ
、
ほ
と
ん

ど
の
方
が
町
外
か
ら
来
ら
れ

て
い
る
。

　

松
田
町
を
紹
介
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
、
「
ハ
イ
キ
ン

グ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
と
「
よ

う
こ
そ
松
田
町
観
光
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
が
あ
る
が
、
こ
の

二
つ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ

い
て
、
平
成
29
年
８
月
の
改

訂
発
行
に
向
け
て
現
在
、
校

正
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　

町
で
は
、
地
方
創
生
交
付

金
で
、
寄
ヒ
ー
リ
ン
グ
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
（
Ｙ
Ｈ
Ｖ
）
を
創
出

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
愛
犬
と
の
共

生
も
含
め
、
寄
地
域
全
体
の

賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
自

然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
や

み
や
ま
運
動
広
場
の
魅
力
的

な
整
備
は
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地

域
の
活
性
化
、
雇
用
創
出
と

　

交
流
人
口
増
加
を
図
る
た

め
、
農
林
業
と
連
携
し
た
観

光
事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
、

「
や
ど
り
き
水
源
林
・
森
の

案
内
人
」
事
業
は
、
不
可
欠

と
な
る
の
で
、
今
後
も
同
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
内
容
を
更
新

し
つ
つ
、
連
携
し
て
周
知
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

し
て
進
め
る
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
総
合
戦
略
の
重
要
課

題
に
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

と
オ
ー
ル
松
田
で
お
も
て
な

し
と
明
記
さ
れ
、
環
境
を
活

か
し
た
観
光
・
交
流
事
業
を

進
め
、
来
訪
客
を
増
や
し
て

い
く
と
あ
り
ま
す
。
大
井
松

田
Ｉ
Ｃ
か
ら
25
分
の
場
所
に

あ
る
、
み
や
ま
運
動
広
場
を

多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し

て
、
魅
力
的
に
整
備
す
る
こ

と
が
寄
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

　

み
や
ま
運
動
広
場
を
ス
ポ

ー
ツ
の
正
式
な
大
会
が
、
開

催
可
能
と
な
る
よ
う
に
整
備

を
行
う
こ
と
で
、
更
な
る
交

流
人
口
を
増
加
さ
せ
、
宿
泊

や
地
域
産
業
の
振
興
を
セ
ッ

ト
で
取
り
組
も
う
と
す
る
内

容
は
、
大
変
魅
力
的
な
も
の

で
あ
る
。
寄
地
区
を
創
生
す

る
手
段
と
し
て
も
、
大
き
な

可
能
性
を
秘
め
た
も
の
と
理

解
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
整
備
に
関
す
る

費
用
、
地
権
者
の
理
解
、
現

在
の
利
用
者
と
の
兼
ね
合
い

の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
Ｙ
Ｈ
Ｖ
推
進
協
議

会
の
議
題
と
し
た
い
。

質
問
者

　
飯
田
　
一
　
議
員

松
田
町
に
入
込
客
を

増
や
す
た
め
に

やどりき水源林区域にある県の「成長の森」

観光客の開拓に
｢やどりき水源林」
を活用
回答（町長）

ＹＨＶ推進協議会
の議題としたい

回答（町長）

質
問
者

　
齋
藤
　
永
　
議
員

地
方
創
生
に
伴
う
寄
地
域
の

活
性
化
に
つ
い
て
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一般質問は、質問者本人の原稿を尊重し編集しています。

　

建
設
さ
れ
て
35
年
、
老
朽

化
が
悩
み
だ
っ
た
町
民
文
化

セ
ン
タ
ー
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
を
設

置
し
、
そ
れ
に
伴
う
関
連
設

備
や
公
民
館
の
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
も
可
能
と
な
り
、
大
ホ

ー
ル
も
再
び
利
用
可
能
と
な

る
そ
の
発
案
は
大
変
良
い
と

思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
総
花
的
に
あ
ら

ゆ
る
機
能
を
押
し
込
ん
だ
結

果
、
文
化
的
な
機
能
が
縮
小

さ
れ
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
収
益
性
を
優
先
さ
せ

る
こ
と
で
、
図
書
館
や
公
民

館
の
本
質
的
な
存
在
意
義
を

見
失
い
か
ね
な
い
と
感
じ
ま

す
の
で
、
次
の
こ
と
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

⑴　

図
書
館
法
の
図
書
館
に

格
上
げ
す
る
お
考
え
は
。

⑵　

し
っ
か
り
し
た
書
庫
を

整
備
す
る
お
考
え
は
。

⑶　

費
用
対
効
果
は
施
設
単

体
で
見
る
の
で
は
な
く
、
長

い
目
で
町
全
体
の
活
性
化
の

視
点
で
考
え
る
べ
き
で
は
。

⑴　

図
書
館
法
の
図
書
館
に

な
る
と
、
著
作
物
の
複
写
な

ど
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
面

の
メ
リ
ッ
ト
、
新
築
時
の
国

庫
補
助
は
あ
る
が
、
松
田
町

図
書
館
の
現
状
で
は
、
充
分

な
図
書
資
料
の
た
め
の
空
間

の
不
足
、
必
要
な
職
員
の
不

足
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
今

後
、
研
究
調
査
を
し
て
検
討

し
て
い
く
。

⑵　

２
階
と
３
階
の
書
庫
部

分
は
、
別
の
用
途
と
し
て
活

用
す
る
計
画
が
あ
る
。
今
後

設
立
す
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
伴
う
協
議
会
で
、
蔵
書
数

や
図
書
館
の
あ
り
方
、
書
庫

の
確
保
な
ど
を
検
討
し
て
い

く
。

⑶　

ス
ポ
ー
ツ
と
国
際
交
流
、

未
病
改
善
の
機
能
が
追
加
さ

れ
複
合
拠
点
と
な
る
が
、
生

涯
学
習
や
文
化
振
興
、
社
会

福
祉
に
寄
与
す
る
施
設
で
あ

る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
施

設
単
体
の
費
用
対
効
果
だ
け

を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
長

い
目
で
、
幅
広
く
町
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
視
点
も
考
慮

す
る
。

議 案 審 議 結 果 一 覧
第2回定例会（6月議会）� ○…賛成　●…反対　可…可決　否…否決　同…同意

議
案
等
番
号

議員名（議席順）
議案等

審
議
結
果

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

南
雲
ま
さ
子

中
野　
　

博

飯
田　
　

一

利
根
川　

茂

小
澤　

啓
司

石
内　
　

浩

齋
藤　
　

永

鈴
木　

眞
德

大
舘　

秀
孝

議案20 まつだ乾杯条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 松田町介護予防・生活支援拠点施設の設置及び管
理に関する条例 （産業厚生常任委員会報告） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 松田町個人情報保護条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 松田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 松田町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正
する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

25 平成29年度松田町一般会計補正予算 （第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 平成29年度松田町下水道事業特別会計補正予算
 （第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 松田町介護予防・生活支援拠点施設の指定管理者
の指定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 平成29年度松田町一般会計補正予算 （第２号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意 2
〜9 農業委員会委員の任命について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ 井上栄一議長は、採決に加わらない。

質
問
者

　
平
野��

由
里
子
　
議
員

地
方
創
生
拠
点
整
備
事
業（
町
民
文
化
セ
ン

タ
ー
等
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）に
つ
い
て

リノベーション
の協議会を設立
し検討する
回答（教育長）

文化センター図書館書庫（2階）
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平成28年度　政務活動費　収支報告
　政務活動費とは、地方自治法及び松田町議会政務活動費の交付に関する条例に基づき、議員の調査研究・そ

の他の活動を支援するために、必要な経費の一部として交付するものです。

　交付額は、１人当たり月額5,000円です。年度の初めに１年分（60,000円）を交付し、使用しなかった分は年

度末に返還されました。

（単位：円）

議員氏名 交付額

支　　出　　額

返還額 主な支出内容①
調査旅費
・研修費

②
資料作成
・購入費

③
広　報
広聴費

支出計

平野由里子 60,000 72,453 0 41,456 113,909 0
①視察旅費（※１、※３）、研修費（市
町村財政分析財政基礎講座研修ほか）
③議会報告広報紙印刷代

田代　　実 60,000 31,445 22,604 0 54,049 5,951 ①視察旅費（※１、※３）
②書籍購入費

井上　栄一 60,000 31,445 17,232 0 48,677 11,323 ①視察旅費（※１、※３）
②書籍購入費

南雲まさ子 60,000 53,088 3,348 0 56,436 3,564 ①視察旅費（※１、※３、※４）
②書籍購入費

中野　　博 60,000 31,445 0 0 31,445 28,555 ①視察旅費（※１、※３）

飯田　　一 60,000 68,355 0 0 68,355 0 ①視察旅費（※１、※２、※３、※４）

利根川　茂 60,000 31,445 38,826 0 70,271 0 ①視察旅費（※１、※３）
②書籍購入費

小澤　啓司 60,000 50,088 3,596 0 53,684 6,316 ①視察旅費（※１、※３、※４）
②書籍購入費

石内　　浩 60,000 11,780 9,024 0 20,804 39,196 ①視察旅費（※１）
②書籍購入費

齋藤　　永 60,000 68,055 0 0 68,055 0 ①視察旅費（※１、※２、※３、※４）

鈴木　眞德 60,000 31,445 0 0 31,445 28,555 ①視察旅費（※１、※３）

大舘　秀孝 60,000 49,712 8,637 0 58,349 1,651 ①視察旅費（※１、※２、※３）
②書籍購入費

合　計 720,000 530,756 103,267 41,456 675,479 125,111

視察の主な内容
※１�山梨県早川町、長野県木曽町、川上村⇒学校の統合、木の学校づくり
※２�富山県上市町、小矢部市⇒薬用植物の栽培及び普及、メルヘン建築のまちづくり
※３�茨城県境町、栃木県那珂川町⇒�ふるさと納税、小砂地区「日本で最も美しい村」、温泉トラフグの養殖で

町おこし

※４�新潟県糸魚川市、長野県松本市⇒大火現場とフォッサマグナミュージアム、行者にんにくの活用
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指
定
管
理
者
に
移
行
し

た
時
の
収
入
見
込
み
は
理
解

し
た
が
、
支
出
見
込
み
は
ど

う
な
の
か
。

平
成
23
年
度
か
ら
27
年

度
の
決
算
を
基
に
、
支
出
の

審
査
を
委
員
会
で
し
た
と
こ

ろ
、
動
物
村
か
ら
ド
ッ
グ
ラ

ン
に
移
行
し
た
際
に
、
飼
料

代
や
人
件
費
が
大
幅
に
減
と

な
り
、
収
支
が
好
転
し
て
い

ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
に
つ
い
て
は
、

次
の
段
階
で
議
案
が
提
出
さ

れ
る
の
で
、
審
査
を
し
て
い

き
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
に
だ
け
入

る
場
合
は
、
入
園
料
や
駐
車

料
金
は
か
か
る
の
か
。

入
園
料
や
駐
車
料
金
は

か
か
り
ま
せ
ん
。
（
松
田
会

場
で
は
、
駐
車
料
金
は
か
か

る
と
説
明
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
減
免
規
定
に
よ
り
駐

車
料
金
は
無
料
と
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
）

地
元
で
ペ
ッ
ト
を
飼
っ

て
い
る
方
が
利
用
す
る
場
合
、

格
安
と
か
無
料
に
し
な
い
と
、

協
力
が
得
ら
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
。

今
回
の
値
上
げ
は
、
本

会
議
や
委
員
会
で
審
査
し
た

際
に
、
町
外
の
方
に
対
し
て

の
料
金
改
定
で
、
町
内
の
方

は
、
据
え
置
く
と
の
説
明
を

町
よ
り
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

町
内
在
住
の
利
用
客
は

　
　

松
田
町
議
会
で
は
、
６
月
17
日
に
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
展
示
ホ
ー
ル
（
23
名
参
加
）
、
６
月

24
日
に
寄
中
学
校
屋
内
運
動
場
多
目
的
ル
ー
ム
（
５
名
参
加
）
で
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
議
会
報
告
会
は
、
昨
年
度
か
ら
開
始
し
た
も
の
で
、
第
２
回
目
と
な
り
合
計
28
名
の
参
加
者

が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
寄
ヒ
ー
リ
ン
グ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
事
業
・
複
合
拠
点
施
設
整
備
（
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

改
修
）
事
業
・
松
田
町
住
宅
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し
て
議
会
で
審
議

し
た
内
容
を
説
明
し
、
そ
の
後
に
質
疑
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
議
会
報
告
会
で
の
内
容
を
整
理
し
て
、
執
行
に
関
す
る
も
の
は
、
町
長

へ
要
望
書
と
し
て
提
出
し
ま
す
。

議
会
報
告
会
で
活
発
な
意
見
交
換

ど
の
く
ら
い
の
割
合
か
。

入
園
者
の
概
ね
５
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、

来
場
者
は
、
順
調
に
推
移
し

て
い
る
の
か
。

６
月
中
旬
ま
で
の
間
に

つ
い
て
は
、
概
ね
２
割
ほ
ど

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
時

は
、
か
な
り
多
く
な
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

ド
ッ
グ
プ
ー
ル
や
シ
ャ

ワ
ー
の
利
用
は
、
入
園
料
以

外
に
料
金
が
か
か
る
の
か
。

入
園
料
だ
け
で
利
用
で

き
ま
す
。（
但
し
、
ブ
ロ
ワ
ー

利
用
者
は
有
料
と
な
り
ま
す
）

こ
の
事
業
は
、
寄
の
活

性
化
を
目
的
と
し
て
い
る
の

で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
業
者
は
、

で
き
る
だ
け
地
元
の
方
を

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
般
か
ら
公
募
し
、
６

月
23
日
に
地
元
の
業
者
に
決

定
し
た
と
所
管
課
か
ら
聞
き

ま
し
た
。
１
社
が
応
募
し
、

地
元
雇
用
創
出
と
い
う
視
点

で
審
査
を
し
て
、
８
人
雇
用

の
う
ち
６
人
は
地
元
の
寄
の

方
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ

寄
ヒ
ー
リ
ン
グ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
事
業

開催趣旨説明をする利根川議会広報広聴常任委員長（６/１７　町民文化センター展示ホール）

寄七つ星ドッグランとしてオープン
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と
が
最
新
の
情
報
で
す
。

大
井
町
に
大
き
い
ド
ッ

グ
ラ
ン
施
設
が
で
き
る
情
報

が
入
っ
て
い
る
か
。

県
の
未
病
事
業
で
、
元

第
一
生
命
の
所
を
未
病
の

拠
点
に
す
る
と
い
う
中
に
、

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
案
が
書
か
れ

て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い

ま
す
。

指
定
管
理
に
す
る
前

に
、
入
込
客
の
推
移
に
伴
う

経
費
の
分
析
を
、
引
き
続
き

議
会
で
行
っ
て
欲
し
い
。

国
の
方
針
に
目
的
を
合

わ
せ
て
交
付
金
を
も
ら
う
、

良
い
こ
と
し
か
報
告
さ
れ
て

い
な
い
。
図
書
館
の
書
庫
が

な
く
な
り
、
本
が
処
分
さ
れ

て
は
困
る
。
一
部
の
人
し
か

知
ら
な
い
中
で
動
い
て
い
る

が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
図
書
館
に
コ
ピ
ー

機
が
な
く
不
便
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
高
齢
者
が
増

え
る
中
、
独
居
や
サ
ー
ビ
ス

付
高
齢
者
住
宅
の
こ
と
も
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
人
口
増

加
策
で
若
い
人
の
た
め
に

や
っ
て
い
る
よ
う
に
と
れ
る

要
望

議
会
で
図
書
館
や
書
庫

を
重
視
し
て
い
な
い
こ
と
を

質
問
し
た
と
き
の
回
答
は
、

こ
れ
か
ら
図
書
館
や
蔵
書
の

あ
り
方
を
含
め
、
こ
の
事
業

全
体
に
対
す
る
協
議
会
を
立

ち
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
の
で
、
議
会
で
も
チ
ェ
ッ

ク
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ピ
ー
機
は
、
今
年
度
予

算
で
設
置
さ
れ
ま
す
。
（
７

月
１
日
設
置
済
）

こ
の
事
業
に
よ
り
文
化

セ
ン
タ
ー
の
耐
用
年
数
は
ど

の
く
ら
い
伸
び
る
の
か
。

現
在
、
築
35
年
経
過
し

て
い
ま
す
。
あ
と
15
年
く
ら

い
、
50
年
は
持
た
せ
た
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

建
物
の
用
途
が
変
わ
る

と
床
面
積
の
荷
重
も
変
わ
る

が
、
そ
れ
を
確
認
し
て
試
算

さ
れ
て
い
る
の
か
。

こ
れ
か
ら
設
計
・
施
工

を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
行

う
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
ア
イ

デ
ア
を
盛
り
込
ん
だ
段
階
で

す
の
で
、
内
容
が
確
定
し
な

い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
西

側
の
壁
に
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ウ
ォ
ー
ル
を
取
り
付
け
る
こ

と
で
雨
漏
り
対
策
に
な
る
と

い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

真
上
か
ら
の
雨
漏
り
は
、

修
繕
等
で
止
ま
っ
て
い
る
が
、

風
雨
に
よ
る
横
壁
か
ら
の
雨

漏
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
を
取
り
付
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
横
壁
等
も
補
修
し

て
い
き
ま
す
。

駐
車
台
数
が
少
な
く

ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
の
設

置
に
よ
り
さ
ら
に
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
減
っ
て
し
ま
う
。

２
階
建
て
の
駐
車
場
を
作
れ

ば
、
観
客
を
呼
ぶ
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

２
階
建
て
の
駐
車
場
も

一
つ
の
案
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
町
へ
要
望
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
や

リ
ー
ド
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
を
改
修

す
る
上
で
、
良
い
ア
イ
デ
ア

だ
と
思
う
。
書
庫
は
無
く
さ

ず
図
書
館
を
充
実
し
て
い
き

な
が
ら
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
等

の
施
設
を
作
っ
て
、
よ
り
良

い
も
の
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

が
、
説
明
さ
れ
た
い
。

こ
の
事
業
で
サ
ー
ビ
ス

付
高
齢
者
住
宅
の
提
案
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
口
増

を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
子
育
て
向
け
の
住

宅
と
い
う
こ
と
で
、
人
口
増

と
税
収
増
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
屋
地
区
は
、
子
育
て
世

代
向
け
で
す
が
、
籠
場
地
区

は
高
齢
者
向
け
に
も
な
っ
て

お
り
ま
す
。
町
の
考
え
は
、

老
朽
化
し
て
点
在
し
て
い
る

町
営
住
宅
を
集
約
す
る
こ
と

で
、
財
政
面
で
も
寄
与
し
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

30
年
の
債
務
負
担
で

も
公
債
費
比
率
は
安
全
な
範

囲
と
い
う
が
、
30
年
間
も
安

定
し
て
事
業
が
続
け
ら
れ
る

と
は
限
ら
な
い
。
今
後
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
ば
か
り
採
用
し
て
い

く
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
。

民
営
圧
迫
に
な
ら
な
い
よ
う

定
住
対
策
の
家
賃
補
助
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
総
合
的

に
定
住
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

年
間
償
還
額
が
個
別

に
い
く
ら
に
な
る
か
町
民
に

知
ら
せ
て
も
ら
い
た
い
。
年

間
の
予
算
、
収
支
を
考
え
た

と
き
大
変
重
要
な
こ
と
だ
と

思
う
。
今
後
の
小
学
校
や
寄

の
問
題
が
出
て
き
た
と
き
の

判
断
材
料
と
す
る
た
め
に
も

お
願
い
し
た
い
。

要
望

要
望

要
望

松
田
町
住
宅
整
備
事
業

複
合
拠
点
施
設
整
備
事
業

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

プロジェクターを使用して説明する議員（6/24　寄中学校屋内運動場）

壁にクライミングウォール設置
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観光とは伝統と進取の調和
前松田町観光協会会長　髙橋　宥二（河内在住）

※「住みやすい町を目指して」活動されている方や団体が、このコーナーに掲載を希望される場合は下記までご連絡ください。
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皆さんの傍聴をお待ちしております!　第３回定例会は９月13日(水)

編　　集
あとがき

　

私
た
ち
は
、
９
月
に
委
員
の

任
期
が
満
了
と
な
り
ま
す
。
平

成
27
年
10
月
に
就
任
後
、
２
年

間
に
２
０
０
号
～
２
０
７
号
ま

で
累
計
１
０
２
ペ
ー
ジ
の
編
集

作
業
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
広
報
紙
の
顔
と
な
る

表
紙
に
は
、
そ
の
時
々
の
行
事

の
活
気
あ
る
雰
囲
気
が
伝
わ
る

よ
う
に
と
、
心
が
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
上
段
の
住
み
や
す

い
町
を
目
指
し
て
…
㉚
は
、
町

民
の
皆
様
か
ら
の
寄
稿
に
よ
る

も
の
で
、
８
年
目
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
、
開
か
れ
た
議
会
・

わ
か
り
や
す
い
議
会
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。�

（
田
代
）

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

利
根
川　

茂

　

副
委
員
長　

田
代　
　

実

　

委

員　

井
上　

栄
一

　

委

員　

南
雲
ま
さ
子

　

委

員　

中
野　
　

博

　

委

員　

石
内　
　

浩

　前町長時代から昨年まで15年間、観光協会会長
を務めさせていただきました。15年間を振り返り、
次の松田町の観光に先手を打つことができるのでは
ないかと、筆をとらせていただきました。
「まつだ桜まつり」
　平成8年、｢21世紀に花を咲かせよう」と西平畑
公園に河津桜100本を記念植
樹したのが始まりです。
　平成11年｢まだ幼木ですが
…」がキャッチコピーで第1回
さくらフェスティバルを開催
し、約3千人の方が訪ねてくれ
ました。その後、道路の拡幅、
桜300本の植樹で徐々に観光
客も増えてきました。
　そこで、ＮＨＫとＴＢＳに
定点カメラの設置をお願いし、
桜が咲き始めたニュースや天
気予報で放映してもらい、ま
た小田急線の新宿駅や小田原
駅等のコンコースに大きな桜のオブジェやポスター
などのＰＲ効果もあり、平成20年の第10回桜ま
つりには、33万人の人出、新松田駅から仲町通り、
松田駅から西平畑公園まで人の波でごった返しまし
た。
　これだけの人を迎えられたことは、商店・農家の
方にも非常にプラスになり、町の活性化に間違いな
く繋がった訳ですが、それを支えるボランティア及
び町民の協力があったからできたのだと思います。

観光協会は期間中の裏方、終わってからはテレビ局、
交通会社、協力してくださった方々へのお礼等の仕
事を黙々とやりました。
　今年の観光客は、ピーク時の半分以下、他市町の
桜が力をつけてきたこと、マンネリ化、対応への批
判等、マイナス面が出てきました。もう一度原点に

返り、何をしたらいいかを考
え、実行すれば結果は出ると
思います。
「まつだ観光まつり」「あし
がら花火大会」
　まつだ観光まつりの歴史は
古く、中心となる奴振りの原
点は、明治2年の小田原藩廃藩
までさかのぼります。明治35
年以後は、寒田神社の祭礼の
行列に加わっています。昭和
40年代は、商工振興会が中心
になり、観光のため寒田神社
から独立し、昭和53年より第

1回観光まつりとしてスタートし、今年第40回の
節目を迎えます。まつだ花火大会は、平成12年に
開成町と共催となり、あしがら花火大会として規模
を大きくし現在に至っていますが、大井町と3町共
催が念願です。
　松田町観光協会は、各種まつりの企画運営や資金
集め等すべてを任されており、1年中休む暇なく動
いています。職員増等で松田町の観光が充実してい
くことを期待します。

第40回まつだ観光まつりは8月26日開催


